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7匹のアカゲザルを用い,ネソプタール麻酔下で-側
の延髄下オ1)-プ核を電気凝固により破壊し,術絞1カ
月以上生存せしめて神経学的な症状観察を行い,故小間
極法により小脳を中心としたニユーロソ回路の働作扱序
を研究し,更に神経組枚挙的検索を行うのむ 目的 とし
た｡しかし,手術後長期間生存して35日日に徴小花気生
理学的研究をなし得たものは1例であった｡術後13日,
5日間生存したものが夫々1例で,他は術後1-4日の
間に死亡した｡従って,神経症状観察と現先生理学的検
索の上で不十分な成果しか得られなかった｡結果は次の
如くである｡
1) 1側の下オ1)-ブ核破壊で両側の上肢の運動不全が
1) 大脳小脳問神経回路の研究 弟52回日本生理学会
大会 (1975.4.4)
ー42-
